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計画の主旨



水産資源の維持・増大のための
適切な資源管理の推進と
漁場づくり

収益性の高い新時代の
漁業経営体の育成

持続的な養殖業の成長産業化

水産物の生産・流通の拠点
となる漁港等の整備

産地魚市場の
水産物集出荷機能の強化

県産水産物の
国内バリューチェーン強化

県産水産物の戦略的な輸出促進

新規漁業就業者の確保と
定着促進

働きやすく暮らしやすい
漁村の環境整備

海の魅力を活用した
人を呼び込む仕組みづくり

漁村の中核組織としての
機能や役割を発揮する漁協づくり

計画の主旨

第 章4

1 基本理念

2 基本目標と関連事業群体系

　海洋環境や社会情勢の変化に適応しながら、水産業が儲かる産業として成長し続ける姿を
目指して、本計画の基本理念を以下の通り定めました。

　上記理念のもと、前計画の成果検証や水産業を取り巻く情勢を踏まえた課題、長崎県総合
計画「みんなの未来図2030」の基本理念である「ながさきの誇りと希望を力に、みんなで夢
あふれる未来をひらく」に掲げた関連施策や取組の方向性も踏まえながら、

の５つの基本目標と、目標達成に向けた事業群を設定し、施策を推進します。

基本目標 事業群

2 国内外に美味しさを届ける
ネットワークづくり

1 持続可能で収益性の高い
経営体づくり

3 水産業を未来につなぐ
人づくり

4 海とさかなの魅力を活用した
浜の賑わいづくり

5 漁業者と浜を支える
漁協づくり

1 -❶

5 -❶

4 -❶

3 -❷

3 -❶

2 -❸

2 -❷

2 -❶

1 -❹

1 -❸

1 -❷

5 漁業者と浜を支える漁協づくり

4 海とさかなの魅力を活用した浜の賑わいづくり

3 水産業を未来につなぐ人づくり

2 国内外に美味しさを届けるネットワークづくり

1 持続可能で収益性の高い経営体づくり

力強く稼ぎ
持続的に成長する水産業と
漁村の賑わいづくり
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計画の主旨
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　海洋環境や社会情勢の変化に適応しながら、水産業が儲かる産業として成長し続ける姿を
目指して、本計画の基本理念を以下の通り定めました。
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あふれる未来をひらく」に掲げた関連施策や取組の方向性も踏まえながら、

の５つの基本目標と、目標達成に向けた事業群を設定し、施策を推進します。

基本目標 事業群
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ネットワークづくり

1 持続可能で収益性の高い
経営体づくり

3 水産業を未来につなぐ
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4 海とさかなの魅力を活用した
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漁協づくり
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3 水産業を未来につなぐ人づくり

2 国内外に美味しさを届けるネットワークづくり
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持続的に成長する水産業と
漁村の賑わいづくり
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3 基本目標と指標

基本目標１　持続可能で収益性の高い経営体づくり

めざす姿

　海洋環境や資源の変化に対応
しながら、漁業者が収益性の高い
漁業を安定的に営み、豊かな生活
とやりがいを得ている

取組の概要

　資源管理と漁場づくりによる資
源の維持・増大、収益性の高い漁
業経営体の育成、養殖業の成長産
業化、拠点漁港等の生産・流通機
能の強化に取り組みます

事業群

❶水産資源の維持・増大のための適切な資源管理の推進と漁場づくり

　資源の維持・増大を図るため、適切な資源管理の実施と生産力を高める漁場整備を行いま
す。

❷収益性の高い新時代の漁業経営体の育成

　持続可能な漁業の実現に向け、環境変化に強く、経営感覚に優れた収益性が高い漁業経営
体の育成に取り組みます。

❸持続的な養殖業の成長産業化

　養殖業の収益性向上と生産量増大を図るため、養殖生産に係る技術開発や養殖業者の経
営力向上、輸出等を視野に入れた養殖生産の規模拡大等に取り組みます。

❹水産物の生産・流通の拠点となる漁港等の整備

　収益性の高い漁業の実現に向け、拠点となる漁港等の機能強化と安全で安心な港や漁村づ
くりを推進します。

SDGs関連目標（P111参照）
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基本目標２　国内外に美味しさを届けるネットワークづくり

めざす姿

　生産者のこだわりとともに、生
産から流通に至る品質管理が徹底
された本県水産物の評価が高まっ
て国内外への販路が広がっている

取組の概要

　マーケットイン※の発想に基づく
「売れるものづくり」を推進し、生
産から流通に至るコストの削減と
品質やこだわりなどを届けるバ
リューチェーンを強化するととも
に､本県水産物の強みを活かした
販路開拓や効果的なPRなどによ
り、国内外への取引拡大に取り組
みます

事業群

❶産地魚市場の水産物集出荷機能の強化

　高度な衛生管理による県産水産物の集出荷機能を強化し、優良な販路に結び付けるため、
産地魚市場において、衛生管理施設の整備強化や運用改善、スマート技術による荷捌作業の
効率化・省人化、PR活動による集荷増と魚価の向上など、ハード・ソフトの両面から水産物集
出荷機能の強化に取り組みます。

❷県産水産物の国内バリューチェーン強化

　継続的な取引拡大に繋がるバリューチェーンの強化のため、多種多様な県産水産物の魅力
を発信し、社会（消費地）ニーズに対応した産地における一次加工の推進と安定した水産加工
品の供給体制づくりを推進します。

❸県産水産物の戦略的な輸出促進

　本県の漁業者・養殖業者の所得向上を図るため、本県の強みを生かしつつ、経済成長が著
しいアジア諸国への新規販路の開拓や、北米への輸出拡大などに取り組みます。

SDGs関連目標（P111参照）
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■基本指標 （基本目標１，基本目標２）

基本指標 基準値
（基準年）

目標値
（目標年）

海面漁業・養殖業産出額 1,238億円
（R５年）

1,270億円
（R12年）

■関連する事業群の指標 

事業群名 関連指標 基準値
（基準年）

目標値
（目標年）

水産資源の維持・増大のための
適切な資源管理の推進と漁場づくり

効果が認められた資源管理協定
の割合 ― 80％以上

(R12年度)

生産力の高い漁場整備件数
（累計） ― 25件

（R12年度）

収益性の高い新時代の漁業経営体の育成 １経営体あたりの平均漁業所得額 4,323千円
（R４～５年平均）

4,929千円
(R12年)

持続的な養殖業の成長産業化 海面養殖業生産量 22,532トン
（R５年）

25,768トン
（R12年）

水産物の生産・流通の拠点となる
漁港等の整備 拠点漁港の整備数(累計） ― 15漁港

（R12年度）

産地魚市場の水産物集出荷機能の強化 県内主要産地魚市場の年間取扱
金額

572億円
（R６年）

603億円
（R12年）

県産水産物の国内バリューチェーン強化 新たに継続取引に繋がった
水産加工品の売上額

０円
（R７年度）

10億円
（R12年度）

県産水産物の戦略的な輸出促進 水産物輸出額 70億円
（R６年度）

100億円
（R12年度）
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基本目標３　水産業を未来につなぐ人づくり

めざす姿

　意欲と能力のある多様な人材が
集まって水産業で活躍し、地域が
豊かさや活気であふれている

取組の概要

　県内外からの人材の呼び込みと
受入体制の充実、定着へのサポー
ト強化及び働きやすく暮らしやす
い環境づくりに取り組みます

事業群

❶新規漁業就業者の確保と定着促進

　水産業の持続的な発展を実現するため、次の世代へ漁業を受け継ぐ多様な人材を呼び込
み、地域で支えながら定着を図ります。

❷働きやすく暮らしやすい漁村の環境整備

　水産業の持続的な発展に向け、多様な人材が働きやすく暮らしやすい快適な漁港と漁村の
環境を整備します。

SDGs関連目標（P111参照）

■基本指標 （基本目標３）

基本指標 基準値
（基準年）

目標値
（目標年）

新規漁業就業者の５年後の定着率 70.1％
（R６年度）

77.0％
（R12年度）

■関連する事業群の指標 

事業群名 関連指標 基準値
（基準年）

目標値
（目標年）

新規漁業就業者の確保と定着促進 新規漁業就業者数 199人／年
（R２～R６年度平均）

210人／年
（R12年度）

働きやすく暮らしやすい漁村の環境整備 漁港漁村の環境改善を図った
施設整備地区数（累計） ― 18地区

（R12年度）
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基本目標４　海とさかなの魅力を活用した浜の賑わいづくり

めざす姿

　海や漁村の地域資源の価値や
魅力を活用した取組を目的に、県
内外の多くの人が訪れ、地域の所
得と雇用機会の確保に繋がり、浜
が賑わっている

取組の概要

　海や漁村の豊かな地域資源を
活かした海業や水産物の魅力発信
を通じて、交流人口と地域消費の
拡大に取り組みます

事業群

❶海の魅力を活用した人を呼び込む仕組みづくり

　漁村ならではの地域資源の価値や魅力を求める来訪者を受け入れ、新鮮な水産物の販売
や飲食、漁業体験等の機会を提供する海業を推進するほか、本県水産物の魅力を県内外に広
く発信し、認知度向上や需要拡大に取り組みます。

SDGs関連目標（P111参照）

■基本指標 （基本目標４）

基本指標 基準値
（基準年）

目標値
（目標年）

長崎県内の漁村への年間入込客数 7,793人
(R５年度)

12,000人
(R12年度)

■関連する事業群の指標

事業群名 関連指標 基準値
（基準年）

目標値
（目標年）

海の魅力を活用した人を呼び込む
仕組みづくり 海業の新たな取組数(累計） ０件

（R７年度）
30件

（R12年度）

046



基本目標５　漁業者と浜を支える漁協づくり

めざす姿

　漁協が漁村の中核組織として、
漁業者の生産活動や浜の賑わい
を力強く支えている

取組の概要

　漁協の機能再編や経営改善、人
材の確保・育成など経営基盤の強
化に取り組みます

事業群

❶漁村の中核組織としての機能や役割を発揮する漁協づくり

　合併や事業連携による機能再編、漁協による経営改善や事業拡充、さらには漁協業務の
DX※を推進することにより、漁業者や浜を支えることができる漁協づくりに取り組みます。

SDGs関連目標（P111参照）

■基本指標 （基本目標５）

基本指標 基準値
（基準年）

目標値
（目標年）

漁業者の所得向上を支える漁協の
機能強化の取組件数（累計） ― 11件

（R12年度）

■関連する事業群の指標

事業群名 関連指標 基準値
（基準年）

目標値
（目標年）

漁村の中核組織としての機能や役割を
発揮する漁協づくり

合併や事業連携に向け具体的な
検討を行った活動組織数（累計） ― ８

(R12年度)
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